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現
代
の
社
会
に
お
い
て
は


役
務
︵
サ

ビ
ス
︶
を
提
供
す

る
と
い
う
形
態
の
取
引
が
多
様
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し

そ
の
重
要
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が
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し
て
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と
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展
す
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ス
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発
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て
み
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発
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と
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注
文
者
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あ

る
ユ
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と
開
発
者
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あ
る
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と
の
間
で
締
結
さ
れ

る
契
約
で
あ
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シ
ス
テ
ム
開

発
で
は
実
際
に
作
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を
開
始
し

て
み
な
け
れ
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わ
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な
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確
定
事
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開
発
プ
ロ

セ
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の
進
行
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仕
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生
じ
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供
す
る
と
い
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作
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開
発
が
進
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ら
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般
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あ
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よ
う
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の
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整
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一
方
で
ユ

ザ

も
ま
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ベ
ン
ダ

に
丸
投
げ
す
る
の
で

は
な
く

必
要
な
協
力
を
求
め

ら
れ
た
と
き
は

こ
れ
に
応
じ

て
一
定
の
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
必
要
と
な
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シ
ス
テ
ム
開

発
が
頓
挫
し
た
際

ど
こ
に
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の
責
任
が
あ
る
か
と
い
う
こ
と

が
問
題
と
な
る
が

こ
れ
ま
で

に
開
発
プ
ロ
ジ

ク
ト
の
頓
挫

が
ユ

ザ

の
協
力
義
務
違
反

を
原
因
と
す
る
と
し
て

ユ


ザ

の
責
任
を
全
面
的
に
認
め

る
判
断
が
な
さ
れ
た
ケ

ス
も

あ
る

予
期
せ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
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避
け
る
た
め
に
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お
互
い
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責
任
内
容
や
役
割
分
担
を
明
確

に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
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周
知
の
よ
う
に

契
約
に
関

す
る
ル

ル
を
中
心
と
し
た
民

法︵
債
権
関
係
︶の
改
正
が

昨

年
５
月

日
に
成
立
し
た
︵
こ

の
改
正
法
は
２
０
２
０
年
４
月

１
日
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
が
決

定
さ
れ
て
い
る
︶
シ
ス
テ
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開
発
契
約
は
請
負
契
約
な
い
し

準
委
任
契
約
と
さ
れ
る
場
合
が

多
い
が
こ
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改
正
の
影
響
は


こ
れ
ら
の
契
約
類
型
に
つ
い
て

も
及
ぶ

民
法
の
改
正
を
受
け

て
今
後

ベ
ン
ダ

側
を
中
心

に
契
約
書
や
契
約
条
項
の
見
直

し
に
向
け
た
動
き
が
本
格
化
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る


　
し
か
し

あ
ら
ゆ
る
事
情
を

詳
細
に
合
意
し
て
お
く
こ
と
に

は
限
界
が
あ
り

ま
た
ベ
ン
ダ


の
プ
ロ
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ク
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マ
ネ
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メ
ン
ト
義
務
や
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協
力
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内
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契
約
書
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文
言
等
に
よ

て
一
義
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に

決
ま
る
も
の
で
は
な
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シ
ス
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開
発
と
い
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事
の
専
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性
の
高
さ
か
ら

当
事
者
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属

性
や
経
験
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知
識
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非
対
称
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な
ど
を
考
慮
し
て

事
案
ご
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の
判
断
が
な
さ
れ
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こ
と
に
な

ろ
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契
約
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締
結
前
か
ら
履

行
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を
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し
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契
約
目
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達
成
に
向
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た﹁
協
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お
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い
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